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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線通信スケジューリングの構成要素における方法であって、
　第一最小サイズの、少なくとも一つの時間－周波数資源ブロックを備える第一無線資源
を配分することであって、前記第一無線資源の少なくとも一つの時間－周波数資源ブロッ
クの期間は、少なくとも１つの副フレームの期間に対応する、前記第一無線資源を配分す
ること、
　第二最小サイズの、少なくとも一つの時間－周波数資源ブロックを備える第二無線資源
を配分することであって、前記第二無線資源の少なくとも一つの時間－周波数資源ブロッ
クの期間は、少なくとも１つの副フレームの期間に対応し、前記第二最小サイズは、前記
第一最小サイズと異なる、前記第二無線資源を配分すること、
を備え、
　前記第一及び第二無線資源は、時間－周波数無線資源の共通するセットから配分され、
少なくとも一つの副フレームを構成する通常の送信時間間隔中に、少なくとも一つの無線
通信端末で利用するための前記第一と第二の無線資源が、配分され、
　前記少なくとも１つの副フレームは、制御信号を含み、
　前記制御信号は、無線通信端末毎に符号化されて送信され、符号化された制御信号は、
前記無線通信端末によってブラインド復号化され、
　前記送信時間間隔は、少なくとも二つの副フレームの連鎖を構成する、方法。
【請求項２】



(2) JP 5513436 B2 2014.6.4

10

20

30

40

50

前記第一及び第二無線資源に、共通の無線通信端末を配分することを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
前記第一及び第二無線資源に、異なる無線通信端末を配分することを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
通常の送信時間間隔は、結合符号化データのブロックを備える輸送ブロックが送信される
時間の長さとして定義される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記結合符号化データは、共通の周期的冗長検査により保護される、請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
前記送信時間間隔は、制御チャンネル信号の単一のインスタンスにより制御される送信期
間に対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
無線基地局を用いた直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を用いて通信する無線通信端末にお
ける方法であって、
　前記無線基地局から、無線フレームの第１の副フレームにおける制御チャンネル上の無
線資源配分メッセージを受信することであって、前記無線フレームは、複数のＯＦＤＭシ
ンボルを備える各副フレームを有する複数の副フレームを備え、前記無線資源配分メッセ
ージは、１以上の副フレームに対して資源を配分し、前記資源は、第一最小サイズの、少
なくとも一つの時間－周波数資源ブロックを備える第一無線資源と、第二最小サイズの、
少なくとも一つの時間－周波数資源ブロックを備える第二無線資源とを含み、前記第一お
よび第二最小サイズは、少なくとも１つの副フレームの期間に対応し、前記第二最小サイ
ズは、前記第一最小サイズと異なる、前記受信することを備え、
　前記制御チャンネルは、複数の資源配分フィールドを含み、各資源配分フィールドは、
少なくとも１つの対応する副フレームに関連し、
　前記無線資源配分メッセージは、前記第１の副フレーム以外の１以上の副フレームに無
線資源を配分し、
　通常の送信時間間隔中の少なくとも１つの副フレームは、前記無線資源配分メッセージ
を含み、
　前記無線資源配分メッセージは、無線通信端末毎に符号化されて送信され、符号化され
た無線資源配分メッセージは、前記無線通信端末によってブラインド復号化され、
　前記送信時間間隔は、少なくとも二つの副フレームの連鎖を構成する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般に無線通信に関連し、より詳細には、無線通信ネットワークにおける共有
チャンネル上のダウンリンク制御チャンネル信号化方法に対応する構成要素及び方法に関
連する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ陸上無線接続（ＵＴＲＡ：ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｅｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ
　Ａｃｃｅｓｓ）及びＵＴＲＡネットワーク（ＵＴＲＡＮ）仕様の長期間の発展（ＬＴＥ
）において、ダウンリンク・データ送信をスケジューリングする複数のアプローチが提案
されている。特に時分割多重（ＴＤＭ）法式及び周波数分割多重（ＦＤＭ）法式とこれら
の組み合わせとが、制御信号の分離及び結合符号化に加えて、提案されてきた。制御チャ
ンネル信号のＴＤＭ又はＦＤＭ伝送において、ダウンリンク及びアップリンク配分用の制
御情報は、ダウンリンク・フレームの最初の一つ又は二つのシンボルで伝送されるか、又
は例えば０．５ｍｓ長の副フレームの長さに拡散され、他の値を介することも可能である
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。結合符号化されるダウンリンク及びアップリンク制御情報法において、全制御情報は、
制御情報を搬送する副フレームに関連する。連続して隣接した副フレームの一副フレーム
における現在の配分の妥当性を示す、期間フィールドが提案されてきた。しかしこれら提
案された方法の全ては、０．５ｍｓの副フレームに基づく制御データ伝送を対象にしてお
り、０．５ｍｓの整数倍の伝送時間間隔（ＴＴＩ）を対象にしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】「Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｉｇｎａｌｉ
ｎｇ　Ｉｎ　Ｗｉｒｅｓｅｓｓ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」、米国
特許出願第１１／４６６，７２０号明細書、２００６年８月２３日出願。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　副フレームの連鎖からなるフレーム又はＴＴＩの場合、単一の資源配分のための機構と
、個々のユーザ機器の需要に基づいて資源を配分することが可能な機構とが必要とされて
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一実施形態は、無線通信デバイスにおける方法であって、複数の副フレームを
受信することであって、各副フレームは時間－周波数資源要素を有し、少なくとも一つの
前記副フレームは制御チャンネルを有する、複数の副フレームを受信することを備える方
法であって、前記制御チャンネルは、複数の資源配分フィールドを含み、各資源配分フィ
ールドは少なくとも一つの対応する副フレームに関連付けられ、前記複数の資源配分フィ
ールドは、前記無線通信デバイスの資源配分を指示する方法を含む。
【０００６】
　本発明の一実施形態は、無線通信デバイスにおける方法であって、複数の副フレームを
備える無線フレームを受信することであって、各副フレームは時間－周波数資源要素を有
し、少なくとも一つの前記副フレームは制御チャンネルを有する、無線フレームを受信す
ることを備え、周波数別の配分フィールドが単一の制御チャンネル上に存在し、前記周波
数別の配分フィールドは、前記無線フレームの複数の副フレームに周波数別の資源配分を
指定するためのものである方法を含む。
【０００７】
　本発明の一実施形態は、無線通信スケジューリングの構成要素における方法であって、
第一最小サイズの、少なくとも一つの時間－周波数資源ブロックを備える第一無線資源を
配分すること、第二最小サイズの、少なくとも一つの時間－周波数資源ブロックを備える
第二無線資源を配分することを備え、前記第一及び第二無線資源は、時間－周波数無線資
源の共通するセットから配分される方法を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】無線通信システムの概略図。
【図２】複数の副フレーム及び制御チャンネルを備える、無線フレームの概略図。
【図３】資源割り当てフィールドを含む、複数の副フレーム及び制御チャンネルを備える
無線フレームの概略図。
【図４】資源割り当てフィールドを含む、複数の副フレーム及び制御チャンネルを備える
他の無線フレームの概略図。
【図５】複数の副フレームを備える他の無線フレームの概略図。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下の発明を実施するための最良の形態と添付した図面とを詳細に考慮することにより
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、本開示の様々な態様、特徴及び利点が当業者にとって、より完全に明白になるであろう
。図面は明確性のために簡略化され、縮尺どおりに描かれる必要は無い。
【００１０】
　図１において、無線通信システム１００は、複数のセルを供給するベース・ステーショ
ンを備え、地理領域上に分布するセルラ・ネットワークを形成すし、各セルは一つ以上の
セクタを備えている。一実施形態において、通信システムはＯＦＤＭＡ又は、インターリ
ーブされたＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、局所化されたＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、ＩＦＤＭＡ
又はＬＦＤＭＡを用いるＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－ＳＯＦＤＭ）のような、アップリ
ンク伝送用のＦＤＭＡアーキテクチャに基づく次世代単一搬送波を利用する。
【００１１】
　ＦＤＭＡベースの単一搬送波のアプローチは、ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）又はい
わゆるキュービック・メトリック（ＣＭ）を含む、同じ波形品質メトリックを利用して評
価されるときに、このアプローチが性能を改善するということにおいて魅力的である。こ
れらのメトリックは、線型電力増幅動作を維持するために必要な電力バックオフ又は電力
レベルの引き下げの良好な指標である。ここで「線型」とは、所望の波形により一般に占
有される単一の帯域及び近隣の周波数の両者における歪みの特定及び制御可能なレベルを
一般に意味する。これらＳＣ－ＦＤＭＡのアプローチは、ＯＦＤＭよりも非常に低いピー
ク対平均電力比を有する単一搬送波ベースの伝送方法として分類されるが、ＯＦＤＭのよ
うにブロック指向であり且つ、ＯＦＤＭのように周波数ドメインの「副搬送波」の特定の
セットのみを占有するように構成されるために、多重搬送方法としても分類される。ＩＦ
ＤＭＡ及びＤＦＴ－ＳＯＦＤＭは、時刻ドメインにおいては単一の搬送波特性を有し、且
つ周波数ドメインにおいては多重搬送波の特性を有するので、故に単一搬送波及び多重搬
送波の両者として分類される。基準伝送方式の最初において、アーキテクチャは、直接拡
散ＣＤＭＡ（ＤＳ－ＣＤＭＡ）、多重搬送波ＣＤＭＡ（ＭＳ－ＣＤＭＡ）、多重搬送波直
接拡散ＣＤＭＡ（ＭＣ－ＤＳ－ＣＤＭＡ）、一次元又は二次元拡散を用いた直交周波数及
び符号分割多重（ＯＦＣＤＭ）、又はより単純な時間及び周波数分割多重化／多重接続技
術のような拡散技術の利用も含む。
【００１２】
　ＩＦＤＭＡ／ＤＦＴ－ＳＯＦＤＭの低ＰＡＰＲ又はＣＭ特性を維持するために、単一の
ＩＦＤＭＡ符号のみが各ユーザにより伝送され、単一のＩＦＤＭＡ符号によりパイロット
又は基準シンボル・ブロックの時分割多重化（ＴＤＭ）へ導かれて、特定のユーザのデー
タ及びパイロットが同じシンボル・ブロックに混合されることはない。従来、ブロック間
に巡回プレフィックスが存在するために、このことにより低ＰＡＰＲ特性を保存すること
が可能になり、且つ多重経路チャンネルにおけるデータからパイロットを直交させ続ける
ことも可能となる。
【００１３】
　図１において一つ以上のベース・ユニット１０１及び１０２が、セクタ内の複数の遠隔
ユニット又は端末に対して機能する一つ以上の送信器と一つ以上の受信器とを備えている
。送信器の数は例えば、ベース・ユニットの送信アンテナ１０９の数に関連付けられる。
ベース・ユニット１０１及び１０２は遠隔ユニット１０３及び１１０と通信し、利用可能
な無線資源を利用して携帯端末がデータを受信又は送信するようにスケジューリングする
こと等の機能を実行する。ベース・ユニットは、アクセス・ポイント、アクセス端末、ノ
ードＢ、又は当該技術分野における類似した用語で称されることもある。遠隔ユニットは
、一つ以上の送信器と一つ以上の受信器とを備える。送信器の数は、例えば遠隔ユニット
における送信アンテナの数に関連する。遠隔ユニットは、加入者ユニット、携帯ユニット
、ユーザ機器（ＵＥ）、ユーザ、端末、加入者ステーション、又は当該技術分野における
類似した用語により称されることもある。ネットワークは、データのルーティング、参加
制御、加入者課金、端末認証等を含む管理機能も備え、当業者は一般に公知であるように
、他のネットワーク構成要素により制御される。複数のアンテナが利用されて、各セクタ
に様々な進歩的な通信モード（例えば、適応ビーム形成、送信ダイバーシティ、送信ＳＤ
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ＭＡ及び多重スペクトラム送信等）を提供するように機能するとき、複数のベース・ユニ
ットが配置される。セクタ内のこれらベース・ユニットは高度に集積化され、様々なハー
ドウェア及びソフトウェア構成要素を共有する。例えば、セルを機能するように同一地点
に配置された全ベース・ユニットは、ベース・ステーションとして従来から公知であるも
のを構成する。ベース・ユニット１０１及び１０２は、ダウンリンク通信信号１０４及び
１０５を送信して、遠隔ユニットに少なくとも同じ資源（時間及び／又は周波数）の少な
くとも一部を供給する。遠隔ユニット１０３及び１１０は、アップリンク通信信号１０６
及び１１３を介して一つ以上のベース・ユニット１０１及び１０２と通信する。
【００１４】
　一般に、無線通信ネットワークの基幹スケジューリング構成要素は、例えば図１におけ
るベース・ステーション１０１，１０２に配置され、無線資源を無線通信ネットワークに
おける無線通信構成要素に配分するか、或いは割り当てる。ベース・ステーション１０１
，１０２の各々は、資源を対応するセル領域の携帯端末にスケジューリング又は配分する
ためのスケジューラを含む。ＯＦＤＭ法に基づく複数のアクセス方法及び、（ＵＴＲＡ／
ＵＴＲＡＮの進化型（ＥＵＴＲＡ／ＥＵＴＲＡＮ）としても公知である）３ＧＰＰにおけ
るＵＴＲＡ／ＵＴＲＡＮの研究対象（Ｓｔｕｄｙ　Ｉｔｅｍ）の長期発展において、スケ
ジューリングは周波数選択的（ＦＳ）スケジューラを利用する時間及び周波数次元におい
て実行される。幾つかの実施形態において、各携帯端末は、周波数帯域（ｐｅｒ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｂａｎｄ）チャンネル品質指標（ＣＱＩ）をベース・ステーションのスケ
ジューラに提供して、ＦＳスケジューリングを可能にする。
【００１５】
　ＯＦＤＭシステム又は、ＤＦＴ－ＳＯＦＤＭ及びＩＦＤＭＡのようなＯＦＤＭに類似す
るシステムにおいて、資源配分は、特定のＵＥの情報をスケジューラにより決定される利
用可能な副搬送波のセットから、副搬送波資源にマッピングする、周波数及び時間配分で
ある。この配分は、例えばＵＥによりスケジューラに報告される周波数選択的チャンネル
品質指標（ＣＱＩ）に依存する。搬送波資源の異なる部位ごとに異なるチャンネル符号化
速度及び変調方法も、スケジューラにより決定され、報告されたＣＱＩにも依存する。幾
つかの応用において、ＵＥには、継続した副搬送波が配分されない。例えば、利用可能な
システムの全体又は一部の副搬送波のうち、Ｑ搬送波毎に（等間隔で、非継続的に）配分
されて、周波数ダイバーシティを改善する。利用可能なシステムの副搬送波は、一つ以上
の資源ブロック（ＲＢ）にグループ化され、各資源ブロックは副搬送波の同じ（共通の）
番号を備える。ＵＥへの資源配分は、資源ブロック又はその一部である。より一般には、
資源配分又は割り当ては、複数の資源ブロックの一部である。
【００１６】
　一実施形態において、単一のＴＴＩは１ｍｓ又は２ｍｓ長を有し、ＴＴＩは各々が０．
５ｍｓ長の二つの副フレームにセグメント化される。しかし、このような構成は、資源ブ
ロック（ＲＢ）定義が拡張されて、ＴＴＩ期間とは無関係にＴＴＩの全期間に拡張するよ
うにＲＢを自動的に定義しない限り、複数の、すなわち単一の０．５ｍｓの副フレームに
おける資源ブロック数以上の資源ブロックを扱う必要性を意味する。しかし、過度なＲＢ
の容量の形態において、このことにより非効率性がもたらされる。ＲＢがＴＴＩの長さの
一部に拡張されるように定義される場合、ＴＴＩを構成する複数の副フレーム内の資源ブ
ロックの各々を独立に扱うことが可能になるであろう。従って副フレームの連鎖から成る
フレーム又はＴＴＩの場合、単一の資源配分のための機構が必要とされる。更に、ＵＥに
提供されるパケットが小さいほど少量の資源が配分され、ＵＥに提供されるパケットが大
きいほど多量の資源が配分される、個々のＵＥの需要に基づいて資源を配分することが可
能な機構が必要とされる。ＵＭＴＳ（汎用携帯電話通信システム）の場合、ＴＴＩは、送
信又は輸送ブロックが送信される時間の長さとして定義される。送信ブロック又は輸送ブ
ロックは、単一のＣＲＣにより保護される結合符号化されたデータのブロックから成る。
この例において、ＴＴＩの別の定義が、制御チャンネル信号の単一の例により制御される
。
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【００１７】
　一般に、周波数ドメインと時間ドメインとにおいて可変次元の資源ブロックを定義して
、同時に機能させることは可能である。次に、異なる端末が、その特定の端末に対して動
作可能である資源ブロックのサイズに従って、発信される。例えば、１ｍｓのＴＴＩは二
つの０．５ｍｓの副フレームを利用して定義される。一実施形態において第一端末には、
１ｍｓの長さの副搬送波を２５個連続した資源ブロックを利用してこのＴＴＩの資源が配
分され、第二端末には、０．５ｍｓの長さの副搬送波を２５個連続した資源ブロックを利
用してこのＴＴＩの資源が配分される。前者の配分は、長いパケットの送信を必要とする
データ・サービスで提供される端末の場合に便利であり、後者は音声のような短いパケッ
ト・サービスの場合に便利である。故に副フレームの連鎖から成る単一のフレーム内の資
源は、資源ブロックのプロトタイプ又は候補に論理的に分割される。すなわち、可変サイ
ズの資源ブロックは互いに畳重される。異なる端末は、高次層又は静的発信を利用して配
分される資源ブロックの「タイプ」を最初に事前配分することにより、これら資源ブロッ
クの配分が発信され、次に制御チャンネルを利用して対応する資源ブロックのタイプを動
的に配分する。一実施形態において、資源ブロックの全ては同じ次元であり、重複は存在
しない。他の実施形態において、資源ブロックは空間ドメインにおいて定義される。この
場合、全資源ブロックは（周波数及び時間の）同一の次元を有し、空間的に重複する。従
って、同じ資源ブロックにおける二ユーザ以上へのＳＤＭＡ送信が実行される。ＳＤＭＡ
の一実施形態において、組み合わせがフレーム期間に対して適切であることが期待されて
いるので、一組のユーザ（又は二ユーザ以上）がフレームの同じ資源を共有する。このよ
うな資源はＴＴＩ内に副フレームから副フレームに変化するが、組み合わせの相手に対し
ても同様に変化する。
【００１８】
　一実施において、スケジューリングの構成要素は、第一の最小サイズを有する少なくと
も一つの時間－周波数資源ブロックを備える第一無線資源を配分し、第二の最小サイズを
有する少なくとも一つの時間－周波数資源ブロックを備える第二無線資源を配分し、第一
の無線資源と第二の無線資源とは、時間－周波数無線資源の共通のセットから配分される
。第一無線資源及び第二無線資源は、少なくとも一つの無線通信端末が、少なくとも一つ
の副フレームを構成する共通の送信時間中に利用するために配分される。より一般的には
、送信時間間隔は、少なくとも二つの副フレームの連鎖から成る。第一の無線資源と第二
の無線資源とは、共通の無線通信端又は異なる端末に配分される。
【００１９】
　図２において、無線フレーム２００は複数の副フレーム２１０，２２０，２３０，２４
０，…を備え、各副フレームは、時間－周波数資源要素と制御チャンネルを含む少なくと
も一つの副フレームとを含む。幾つかの実施形態において、複数の副フレームは、図２に
示されるように副フレームの連鎖を形成する。他の実施形態において、例えばマルチキャ
スト・データを含む副フレーム等の副フレームは、ユニキャスト・フレームの鎖内に散在
する。例えば、２つの副フレームから成る１ｍｓのＴＴＩ各々は、より長い（例えば２．
５又は５ｍｓの副フレーム）ブロードキャストＴＴＩで時間多重化される。この多重化は
、１ｍｓのユニキャストと２．５ｍｓのマルチキャストとの特定の副フレームの組み合わ
せのみが、無線フレーム、例えば１０ｍｓの長さの無線フレームの境界内で可能となるよ
うに、制限される。
【００２０】
　幾つかの実施形態において、制御チャンネルは単一のフレームの一部の構成要素である
。例えば図２において、制御チャンネル２１２は副フレーム２１０の一部である。他の実
施形態において、制御チャンネルは、複数の無線副フレーム間に分布する。更に他の実施
形態において、制御チャンネルの一部が副フレーム内に含まれて、最初の一つ又は二つの
シンボルを占有することによりＴＤＭ又はＴＤＭ／ＦＤＭのような方式で送信され、制御
チャンネルの残りの部分は、ＴＤＭ／ＦＤＭのような方式の一つの副フレーム又は複数の
副フレームを構成する多数のシンボルの間に分布する。ＴＤＭ／ＦＤＭ制御チャンネルの
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一例において、第一副フレーム内のＴＤＭ部はユーザと、帯域内制御情報の残りが送信さ
れるＦＤＭ資源配分（資源ブロック及び／又は副フレーム）とを識別する。アップリンク
配分が、周波数別の方式で代わりに送信される。図２において、制御チャンネルも、副フ
レーム２１０における制御情報２１４及び２１６と、及び副フレーム２２０における制御
チャンネル情報２２４及び２２６とのように、分散されることが示される。より典型的に
は、制御チャンネル情報は単一のフレームに配置されるか、又は二つ以上のフレームの中
に分散される。
【００２１】
　一つの例示的構造において、第一副フレームはダウンリンク用の制御信号を搬送し、第
二副フレームはアップリンク用の制御信号を搬送する。この構造は一方向のみのデータ転
送が保障されて、第二副フレームにおける制御チャンネルを復号化することを避ける。個
々の制御チャンネルは、無線フレームの第一副フレームを利用して事前に配分又は発信さ
れて、動的な制御チャンネルの配分を可能にする。このことにより、スケジューラが発信
用の制御チャンネルを必要としない事象において、データ送信用の制御チャンネル資源の
利用が更に可能になる。
【００２２】
　他の実施形態において、１ｍｓのＴＴＩの第一副フレームはダウンリンク配分用の制御
信号を含み、第二副フレームはアップリンク配分用の制御信号を含む。アップリンク配分
用の信号伝達は、ネットワークが端末により検出されるチャンネル状態についての情報を
有していないかのように、周波数が異なった方法で実行される。
【００２３】
　他の実施形態において、ＴＴＩにおける資源ブロック、及びより一般には、ＴＴＩを構
成する副フレームにおける資源ブロックは、周波数別の資源ブロックと周波数が異ならな
い資源ブロックとに分割される。このようなマッピングは、このようなブロックの数に基
づく所定のものである。例えば、１２資源ブロックのうちの６個が周波数別のものである
場合、これらは各々他の資源ブロックを備える。異なる配分パターンが、周波数別の資源
ブロックと周波数が異ならない資源ブロックとの両者に定義されて、動作パターンが静的
に又は高次層の発信のいずれかにより発信される。周波数別の配信は、例えばシステムの
フレーム数、ベース・ステーションの識別子等の通常のネットワーク環境を介して指定さ
れる。周期別の資源ブロックの変化の間の時間周期が稀である幾つかの実施形態において
、チャンネルに依存する（周波数選択的な）ブロックのための例えばＣＱＩのようなフィ
ードバック機構が、帯域内でＣＱＩを送信しないことにより周波数が変化する資源ブロッ
クに対して削減される。加えて、周波数が変化する資源ブロックを有するような制御チャ
ンネル上の動的発信は、チャンネルに依存する資源配分が終了した後に残る資源ブロック
を備える。
【００２４】
　一般に本開示の一態様に従って、制御チャンネルは二つ以上の副フレームに対する無線
資源配分情報を提供する。一実施形態において、制御チャンネルは、例えばビット・マッ
プ等、複数の資源配分フィールドを含み、各資源配分フィールドは少なくとも一つの対応
する副フレームに関連付けられる。例えば図３において、制御チャンネルは、複数の配分
フィールド３０２，３０４，３０６及び３０８を備えるビット・マップ３００を含む。複
数の資源配分フィールドは、資源配分を無線通信デバイスに指示するために利用される。
図３における資源配分フィールド３０２，３０４，３０６及び３０８が副フレーム３１０
，３２０，３３０及び３４０に関連付けられる場合、ビット・マップ３００の構成［１１
０１］は、副フレーム３１０，３２０及び３４０における時間－周波数資源が無線通信端
末に配分されたということを意味すると解釈される。他の実施形態において、各ビットは
、一つ以上の副フレームの資源が端末に割り当てられている又は配分されていることを示
す。他の実施形態において、携帯ステーションへの無線資源の配分は、配分フィールドに
おけるビットを事前にコード化することにより指定される。例えば端末は、ルックアップ
表を参照して、フィールドにおけるビットの特定の組み合わせにより配分される無線資源
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す。ユーザｉには両副フレーム上の資源ブロックが配分され、ユーザｊには１つの副フレ
ーム上のみで資源ブロックが配分される。
【００２５】
　他の実施形態において、周波数別の資源配分は、周波数別の配分フィールドにより指定
される。周波数別の資源配分または割り当ては、周波数別資源配分が副フレーム間で変化
する資源配分である。例えば図３において、副フレーム３１０における時間－周波数配分
の少なくとも周波数成分が、副フレーム３２０における時間－周波数配分の周波数成分と
異なる。幾つかの実施形態において、周波数別の配分フィールドは、制御チャンネルの一
部の構成要素となり、他の実施形態における周波数別の配分フィールドは、例えば第三層
の発信を介して他のチャンネルで無線通信端末に通信される。
【００２６】
　図３に示される一実施において、周波数別の配分フィールド３５０は、無線通信端末に
無線資源配分が周波数により異なることを示す第一ビットである。このような実施におい
て端末は、周波数別の配分フィールドにより指定される、所定の周波数別の配分方法を利
用する。所定の周波数別の配分方法は、無線通信デバイスへの資源配分の順序に基づくか
又は、副フレームの番号情報に基づくか又は、端末が位置するセルに基づく。しかしより
一般的には、資源配分の異なる時間次元は、周波数配分の変化に加えて指定される。別例
で、時間的配分の変化は、幾つかの他のビット又は情報フィールドにより指定される。
【００２７】
　他の実施形態において、周波数別の配分フィールドは制御チャンネル上に存在して、周
波数別の配分フィールドが無線フレームの複数の副フレームにおける周波数別の資源配分
を指定する。一実施形態において、周波数別の配分フィールドは単一の信号制御チャンネ
ル上に存在して、周波数別の配分フィールドが、無線フレームの複数の副フレームにおけ
る周波数別の資源配分を指定している。例えば図４において、無線フレーム４００は副フ
レーム４１０，４２０，４３０，…を備えている。一実施形態において、周波数別の配分
フィールドは二つ以上の副フレームに関連する制御チャンネル上に存在し、周波数別の配
分フィールドは無線フレームの複数の副フレームにおける周波数別資源配分を指定してい
る。図４において、周波数別の配分フィールド４５０は、副フレーム４１０及び４２０に
おける周波数別の資源配分を指定している。
【００２８】
　特定のビット設定又はビットの特定の組み合わせに対応する配分は、端末により先験的
に公知である。一実施形態において、一ビットを利用されて、端末により周波数ダイバー
シティを利用するか否かが指定される。周波数別の配分が指定されるとき、特定の配分が
いくつかの他のフィールドにより指定されるか又は先験的に既知となる。例えば配分が、
配分がスケジューラにより成されるか又は幾つかの他の因子又は基準に基づく順序に基づ
く。一実施形態において、周波数別の配分フィールドは、一つ以上のビットを備えるビッ
ト・マップである。ビットは異なる周波数別配分を符号化するために利用される。一実施
形態において端末はルックアップ表を参照して、どの周波数別配分が特定のビット組み合
わせに対応するかを判定する。
【００２９】
　別の信号が、以下の利用可能な資源配分のいずれかを指定する。ＵＥがＴＴＩの第二（
及び任意のそれに続く）副フレームにおける同じ資源ブロックに配分される。又は、資源
配分が周波数ホップした（別の）資源ブロックに対応する。又は、フレームにおけるこれ
以上の配分は存在しない。但し本開示における用語「フレーム」は、多重副フレームＴＴ
Ｉ構造を意味する。上記セットを数値化するには、２ビットのフィールドが必要である。
資源配分に加えて、信号化されるべき他の２ビットの例は以下のとおりである。
【００３０】
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【表１】

　この例において、「ホッピング」はある副フレームから他の副フレームへ資源配分を変
更する公知の方法を示している。例えば（資源ブロック数を法とする）固定されたセル特
有のオフセットが全資源ブロックに適用される。
【００３１】
　より一般に、別の制御フィールドも利用される。例えば、一ビットが利用されて、連続
した配分又は周波数別のパターンを指定し、ビット・マップがＴＴＩ上の配分を発信して
、ビット・マップ長がＴＴＩを形成する副フレームの連鎖数により指定される。この例に
おいて、「論理的」資源ブロックの配分が適用可能であり、ＴＴＩの成分である副フレー
ムの各々の論理的及び物理的資源ブロック（ＲＢ）間のマッピング、すなわち周波数ダイ
バーシティは一定である。すなわち、ＴＴＩの第一副フレームに対して定義されるマッピ
ングは、次の副フレームに適用可能であり続けるか又は、副フレーム毎に変化し、論理的
配分が一定であり、マッピングのみが変化すると理解される。
【００３２】
　周波数別配分の適用において、ＴＴＩを構成する奇数個の副フレーム又は一般に二つを
超える副フレーム場合においてさえも、これまでの思想は拡張される。この場合、配分が
周波数別配分パターン、すなわち時間変化する論理的資源ブロックから物理的資源ブロッ
クへのマッピングを含むこと、又は周波数選択法又は周波数別スケジューリング法を最適
にサポートするために、同じ配分がフレーム長（ＴＴＩ）に渡って拡大されるか否かを、
一ビットが指定する。個別のビット・マップは、周波数ダイバーシティがイネーブル状態
であるか否かにかかわらず、ＴＴＩを構成する各副フレームにおいて、端末に論理的資源
ブロックが配分されているか否かを指定する。
【００３３】
　一実施形態において、パターンの小さなセットが、高次層信号を利用して静的又は半静
的に配分され、次に上記ビット・マップを利用した動的制御によりインデックス化される
。他の実施形態において、パターンのこのセットは１０ｍｓの無線フレーム又は類似の超
フレームにおけるＴＴＩの位置に依存させられる。
【００３４】
　他の実施形態において、周波数別の配分パターンが信号化されて、特定のＴＴＩを扱う
複数または全ユーザに適用可能である。適用可能なパターンは、端末が扱われる順序に基
づいて判定される。一つ以上の方法がサポートされている事象において、どの実施形態が
動作可能であるかを発信するために、別の信号が必要とされる。
【００３５】
　幾つかの実施形態において、非周波数別ユーザに配分されたことを示すような物理的資
源ブロックを排除するために論理－物理チャンネル・マッピングを必要とするので、ＴＴ
Ｉを配分された一ユーザに周波数別の配分を機能することを可能にし、他のユーザには不
可能にすることはより複雑である。従って幾つかの実施において、一制御ビットがアサー
トされて、副フレームにおいてどれが全ユーザに全体的に適用可能であるか及び、どれが
全ＴＴＩに対して周波数ダイバーシティを可能にしているか又は不可能にしているかを示
している。
【００３６】
　制御情報がＴＴＩの一つ以上の副フレームで送信される実施を考慮するとき、制御情報
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の送信は分離符号化又は結合符号化で実行される。分離符号化では、ＵＥの制御情報は他
のＵＥの制御情報とは共に符号化されない。この場合、配分された副フィールド又は周波
数ホッピングを指定しているビットが、個々の指定を構成しているフィールドに加えられ
る。幾つかの場合、（例えばＣＲＣチェックまで、ＵＥが、ＴＴＩの更なる副フレームに
亘るＲＢを復号化し続ける等）潜在的な配分のブラインド複合化が利用されて信号の量を
低減する。例えばＵＥが、そのＵＥに対応するダウンリンク制御チャンネルを探索してい
る複数（例えば１２個）の資源ブロックの各々を復号化する。配分がＲＢ内に見出された
場合、そのＲＢは配分用の他のＲＢを指定する。この、他のＲＢの指定は、複数の連続し
たＲＢ又はビット・マップを介して実行される。ブラインド復号化の複雑性は、個別の制
御チャンネル配分と共にＲＢを、チャンネル識別情報と共に報告されるＲＢの一つにする
ことにより、低減される。
【００３７】
　結合復号化は、本開示の取り扱いビットと周波数別ビットとに加えて、ユーザＩＤと資
源配分との有効な資源符号化を必要とする。一実施形態において、ユーザＩＤは、例えば
４ユーザ用の２ビットの短いＩＤを判定する順序でリスト化される。次に利用可能なＲＢ
の順序において、短いＩＤ（又はヌルＩＤ）がリスト化される。一実施形態において、二
つの短いＩＤがＲＢごとに配分される。他の実施形態において、１～２ビットがＩＤごと
に配分され、短いＩＤに関連付けられる。この場合、ユーザへの全ＲＢは同様に扱われる
。
【００３８】
　他の実施形態において、周波数別のビットがフレーム毎に一つ送信され、全端末に適用
される。更に別の実施形態において、再送信が、より少ない信号、又は最初の送信におけ
る信号のみを必要とする先験的な方法で実行される。
【００３９】
　本開示及びその最良のモードが、所有権を確立し、当業者が同じものを作成し且つ利用
することを可能にする方法で記載されてきたが、本明細書に開示された実施形態の均等物
が存在し、且つ修正物及び変更物が本発明の範囲及び技術思想から乖離せずに作成されて
もよく、実施形態により制限されるべきではなく添付された特許請求の範囲により制限さ
れるべきであることが理解され且つ認識されるであろう。
【符号の説明】
【００４０】
　２１０，２２０，２３０，２４０，３１０，３２０，３３０，３４０，４１０，４２０
，４３０，４４０：副フレーム、２１２：制御チャンネル、２１４，２１６：制御情報、
２２４，２２６：制御チャンネル情報、３００：ビット・マップ：３０２，３０４，３０
６，３０８：資源配分フィールド、３５０，４５０：周波数別の配分フィールド。
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